
第 3期岩倉市地域福祉計画 令和５年度進捗評価シート 
 

基本目標 1 市民の参画による支え合いの地域（まち）づくり 

施策 （１） 支え合いの意識づくり 

＜現状と課題＞ 

・令和３年度に実施した地域福祉に関するアンケート調査結果をみると、地域活動について、全体では「参加している」（「よく参加している」「ある程度参加している」の合算）が 19.9％、「参加していな

い」（「あまり参加していない」「ほとんどもしくはまったく参加していない」の合算）が 76.7％となっており、市民の地域福祉活動は活発とは言えません。 

・このような状況に対し、地域福祉の必要性や「地域共生社会」の重要性、地域組織等の役割について、より多くの市民に理解してもらい、地域福祉活動に参加・参画してもらうための情報発信や啓発の

工夫が必要です。 

・子どもたちへの福祉教育や、地域福祉等に興味・関心がある人向けの学習機会の提供、そして無関心層に対しても、地域福祉の重要性を理解してもらえるような啓発を行っていく必要があります。 

 

成果指標 
現状値 実績値 目標値 

実績値に対する分析 
指標数値根拠 

担当 R3 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 

地域活動に「よく参加している」「ある程

度参加している」市民の割合 
19.9% -      40.0% 

第３期地域福祉計画策定に合わせて実施したアン
ケート指標のため実績なし。次回は計画見直しの
Ｒ８年度実施予定。 

市民アンケート 

福祉課 

 

単位施策：01 福祉教育の充実 

・各福祉施設や小中学校等において、多世代による交流や体験活動等の機会を提供します。また、認知症サポーター養成講座を開催し、地域で認知症の人を見守り、支える環境づくりを促進します。 

成果指標 
現状値 実績値 目標値 

実績値に対する分析 担当 
R3 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 

多世代交流又は当事者団体との交流に

関わる新たな事業の実施 
未実施 未実施      実施 

新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置づ
けが５類感染症に変更となったため、コロナ禍以
前の行事は再開することができたが、新たな事業
は実施できなかった。 

長寿介護課 

事業 取組内容及び成果 課題及び今後の方向性 

●多世代交流事業 長寿介護課 

多世代交流事業として、さくらの家で
の紙芝居や五条川河畔をウォーキングす
るふれあい歩け歩け大会を実施。高齢者
や子どもとその保護者などが参加し、多
世代交流の促進を図った。 

参加者は、高齢者世代に比べ、そ
の他の世代の参加が少なく、より多
くの世代が参加できるよう企画の
立案や周知に努めていく。 

●認知症サポーター養成講座の開催 長寿介護課 

いわくら認知症ケアアドバイザー会と
連携し、小学校や地区の集会所等で認知
症サポーター養成講座を９回開催し、341
人の参加があった。児童から大人まで多
くのサポーターを養成し、認知症に対す
る正しい知識や接し方など理解の促進を

新たな認知症サポーターを養成
するため、いわくら認知症ケアアド
バイザー会と連携し、引き続き養成
講座を実施していく。 



 

 

図った。 

●福祉実践教室 社会福祉協議会 

市内小中学校の児童・生徒を対象に、社
会福祉への理解と関心を高め、ボランテ
ィアや社会連帯の精神を養うことを目的
に実施。手話や要約筆記、車いすなどの科
目に市内７小中学校で 797 人の児童・生
徒が参加した。 

体験中心にならないよう、当事者
の講話から自分事として学べるよ
うなプログラムの作成・提案をす
る。 

●その他   

単位施策：0２ 福祉に関する情報発信や啓発イベント等の開催 

・地域福祉計画推進フォーラムや福祉フェスティバルといったイベントの開催や広報紙やホームページ、社協だより等の配布を通じ、市民の福祉への関心を高めるとともに、「地域共生社会」の重要性を

発信します。また、近年の市民生活における ICT利用の普及を踏まえ、SNSなどの新たな情報発信ツール活用の検討を進め、順次、導入します。 

成果指標 
現状値 実績値 目標値 

実績値に対する分析 担当 
R3 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 

地域福祉に関する啓発イベントや講座

等の開催回数 
1回 ３回      5回 

福祉フェスティバルにて、「いろいろなつながり」をテ

ーマに地域の現状や地域福祉活動の紹介を幅広い市民

に対して情報発信することができた 

福祉課 

社会福祉協議会 

事業 取組内容及び成果 課題及び今後の方向性 

●地域福祉計画推進フォーラム 福祉課、社会福祉協議会 

令和４年度末に地域福祉推進フォーラ
ムを実施しており、令和５年度は重層的
支援体制整備事業の内容を検討中であっ
たため、開催を見送りとした。 

地域活動や地域福祉への関心が
低下しているため、今後フォーラム
や地域つながりづくり会議等を通
じて地域住民の意識の醸成に取り
組む必要がある。 

●福祉フェスティバル 社会福祉協議会 

地域福祉推進啓発コーナーとして「い
ろいろなつながり」についてパネル展示
で紹介した。２日間で 1,035 人が参加し
た。 

広く地域住民に啓発できる機会
として、関心を高める企画を検討す
る。 

●スポーツフェスティバル・夢コンサート 社会福祉協議会 

障害者が多様なスポーツ、音楽に触れ
る機会をつくり、スポーツフェスティバ
ルは参加者 37 人ボランティア 61 人の参
加があり、夢コンサートは参加者 50人ボ
ランティア 35人の参加し、地域住民の障
害理解を促進した。 

イベント時だけでなく、日常的に
スポーツや音楽に触れる機会の創
出を意識した企画内容を検討する 

●広報紙等による情報発信 
福祉課、長寿介護課、子育て支援課、社
会福祉協議会 

障害者週間等の福祉に関する週間行
事、社会を明るくする運動映画上映会の
情報を広報紙に掲載し情報発信した。ま
た、市民後見人養成研修説明会等の周知
では市公式ＬＩＮＥやフェイスブックを
活用し情報発信を行った。 
児童館や子育て支援センターの事業を

引き続き、各種情報発信ツールを
活用して福祉に関する情報発信に
努める。 
令和６年度から子育て情報アプ

リを導入し、これまで以上に積極的
に情報発信を行う。 



 

 

広報紙で発信し、情報提供することがで
きた。 

●その他 

社会を明るくする運動街頭啓発、ミニ
集会を実施するなど更生保護に関する関
心を高める取組を行った。 
認知症に関する映画上映会の開催や認

知症勉強会及び声かけ訓練を実施し、認
知症に対し関心を高める取組を行った。 

認知症の高齢者やひとり暮らし
高齢者など支援を必要とする高齢
者は増えていくと予想されるため、
市民の認知症や福祉への関心が高
まるよう情報発信や事業の開催に
努めていく。 

単位施策：03 市民への学習機会の提供 

・市民や団体、企業等に対し、子どもや高齢者、障がい者、地域福祉、その他福祉に関する内容をテーマとした出前講座を実施します。活発に利用してもらえるよう、情報発信を行います。 

成果指標 
現状値 実績値 目標値 

実績値に対する分析 担当 
R3 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 

福祉に関する岩倉まちづくり出前講座

実施回数 
0回 2回      5回 

令和５年度から基幹相談支援センターを立ち上
げ、出前講座メニューに加えたことで障がいに関
する関心が増したものと推測される。 

福祉課 

長寿介護課 

子育て支援課 

事業 取組内容及び成果 課題及び今後の方向性 

●岩倉まちづくり出前講座 秘書企画課、関係課 

出前講座のメニューについて最新情報
が反映されるよう更新した。 
視覚に障がいのある方の所属する「ラ

イトサロンいわくら」からの依頼でハザ
ードマップに関する出前講座を行った。 
市内小中学校からの依頼で、教員向け

に障がい福祉サービス、障がい児通所サ
ービス、基幹相談支援センターについて
出前講座を行った。 

制度の利用を広めるために、広報
紙等での情報発信に努める。 

●その他   

事務局評価 
取組 

３ 

指標 

Ⅲ 

評価 

Ｃ 
評価理由 

ＳＮＳを活用した情報発信やまちづくり出前講座の実施内容に工夫が見られるが、既存事
業の実施内容は、コロナ禍以前の内容で再開したに止まり支え合いの意識づくりを醸成す
るために十分とは言い難い。 

推進委員評価 Ｃ 推進委員評価 

判断理由・コメント 
一部未実施の部分はあるが施策によっては順調に進んでいる。スポーツフェスティバルや

夢コンサートは協力団体など多様な参加を推進してほしい。 

未実施の施策については今後しっかりと取組を進めてもらいたい。 

 
 
 
  
 
 


